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花と緑と水のまち
宮崎県 三股町

新
た
な
年
の
は
じ
ま
り
で
す

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

花と緑と水のまち
宮崎県 三股町
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新年のごあいさつ新年のごあいさつ迎 春

三股町立文化会館
自主文化事業

●お問い合わせ・電話予約・WEB予約・チケット販売［月曜を除く午前９時～午後５時］
　三股町立文化会館（Tel. 0986−51−3462 　https://bunka.town.mimata.lg.jp ）
●各公演とも前売にて完売の場合「当日券」は販売しないことがあります。
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ありがとう。2021年11月
おかげさまで開館20周年 20

Twilight 
Trombone Quartet 

2022

　2020年～2021年は残念なことにコロナウイルス感染拡大の
影響を受け、トワイライトトロンボーンカルテットのツアーを断念せ
ざるを得ませんでした。その節は大変ご迷惑をおかけしましたこ
とをお詫び申し上げます。
　さて、2022年はこの２年間中止を余儀なくされた「トワイライト
deバレエ」をお送りいたします。前半は、クラシックはもちろん、
ジャズ、また我々のオリジナルの中でも人気があります「大樹（廣
田純一作曲）」など、幅広いジャンルから選曲をしました。
　後半はタイトル通り、バレエの音楽に焦点を当て、劇を交えて
お客様に楽しくわかりやすく演奏をお送りいたします。

今
村
　岳
志

佐
藤 

敬一朗

東
川
　暁
洋

廣
田
　純一

トワイライト de バレエ

2022年2月19日土
■ 日　時

開演時間15：00（開場は開演の30分前）

トワイライトトロンボーンカルテット2022トワイライトトロンボーンカルテット2022

■ 料　金
　 一　　　般　2,000円（当日同料金）
　 大学生以下　1,000円（当日同料金）
　 ぺ　　　ア　3,000円（前売のみ販売）　未就学児…無料
　 ※全席自由　※電話予約可　
　 ※WEB予約可(三股町立文化会館WEBサイト)
　 ※前売りにて完売の場合「当日券」は販売しないことがあります
　 ※大学生以下は、入場の際「学生証」の提示をお願いすることがあります
■ 出　演
　 Twilight Trombone Quartet
 今村岳志・東川暁洋・廣田純一・佐藤敬一朗
■ 会　場　三股町立文化会館
 〒889‒1901 宮崎県北諸県郡三股町大字樺山3404‒2
■ 主　催　三股町･三股町教育委員会
■ お問い合わせ・チケット取扱／三股町立文化会館
　 ℡0986‒51‒3462　https://bunka.town.mimata.lg.jp



町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
２
年
近
く
に
及

ぶ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
ご
協
力
を
賜
り
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
町
で
は
、

延
べ
１
０
０
人
を
超
え
る
感
染
者
が
発

表
さ
れ
、
感
染
拡
大
防
止
に
関
係
機
関
と

連
携
し
対
処
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
国

内
の
感
染
状
況
は
、
10
月
以
降
沈
静
化
し

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
変
異
株
も
あ

り
、
引
き
続
き
マ
ス
ク
着
用
な
ど
の
基
本

的
な
感
染
症
対
策
は
重
要
と
考
え
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お
い
て
は
、
町
内
医
療

従
事
者
の
積
極
的
な
協
力
に
よ
り
ス
ム
ー

ズ
な
運
営
が
で
き
、
そ
し
て
多
く
の
町
民

の
皆
さ
ま
が
２
回
接
種
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
と
敬
意
を
表

し
ま
す
。
今
年
は
３
回
目
の
接
種
に
取
り

組
み
ま
す
。
感
染
・
重
症
化
予
防
対
策
と

し
て
接
種
に
協
力
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
早
馬
祭
り
や
、
集
落
の
祈

念
、六
月
灯
、夏
祭
り
、敬
老
会
な
ど
、多

く
の
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
が
中
止
・
縮
小
と

な
り
ま
し
た
が
、
国
文
祭
・
芸
文
祭
み
や

ざ
き
２
０
２
０
で
は
、
７
月
に
演
劇「
わ

た
し
の
人
生
の
物
語
、
つ
づ
く
。
三
股
町

編
」と「
演
劇
サ
ミ
ッ
ト
」、
10
月
に
は
秋

の「
ま
ち
ド
ラ
！
２
０
２
１
」に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
、
一
服
の
清
涼
剤
に
な
っ

た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
東
京
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
本
町
で
の「
聖

火
リ
レ
ー
」も
実
施
で
き
、
関
係
者
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
経
済
へ
の
影
響
は
深
刻
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
町
で
は
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
の
発
行
や
、
時
短
営
業
飲
食
店
へ
の

協
力
金
・
売
り
上
げ
減
少
事
業
者
へ
の
支

援
金
支
給
、
学
生
応
援
と
し
て
食
料
品
支

給
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。
引

き
続
き
、
感
染
状
況
な
ど
を
見
な
が
ら
支

援
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変

動
な
ど
か
ら
、
台
風
や
豪
雨
災
害
は
頻

発
化
、
広
域
化
、
甚
大
化
し
て
お
り
、
特

に
７
月
豪
雨
の
熱
海
の
土
石
流
災
害
で

は
、
多
く
の
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
謹
ん

で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
災
害
の
教
訓
か
ら
、
災
害
危
険
区
域
の

防
災
・
減
災
・
国
土
強
靭
化
に
取
り
組
む

と
と
も
に
自
主
防
災
組
織
の
拡
充
強
化
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
感
染
症

対
策
と
し
て
、
避
難
所
に
仕
切
り
板
や
テ

ン
ト
、
簡
易
ベ
ッ
ド
な
ど
の
備
品
を
整
備

し
、
停
電
対
策
と
し
て
電
気
自
動
車
を
２

台
購
入
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
梶
山
橋
周

辺
河
川
の
土
砂
堆
積
物
の
除
去
に
努
め
た

ほ
か
、
長
田
小
学
校
の
隣
接
地
に
第
５
部

消
防
団
詰
所
を
含
む
防
災
セ
ン
タ
ー
を
建

設
中
で
す
。

そ
し
て
、
町
政
の
重
点
課
題
の
一
つ
で

あ
る
、
五
本
松
町
営
住
宅
跡
地
の
活
用
方

策
に
つ
い
て
は
、
基
本
構
想
に
続
き
、
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
基
本
計
画
で

は
、町
交
流
拠
点
整
備
事
業
と
し
て
、「
学

び
の
機
能
」「
子
ど
も
子
育
て
機
能
」「
健

康
づ
く
り
機
能
」「
買
い
物
と
食
の
機
能
」

の
４
つ
の
役
割
を
担
う
複
合
施
設
と
し
て

整
備
し
、
令
和
７
年
度
に
オ
ー
プ
ン
す
る

計
画
で
す
。
同
時
に
、
三
股
駅
と
文
化
会

館
・
町
役
場
そ
し
て
五
本
松
住
宅
跡
地
に

囲
ま
れ
た
エ
リ
ア
を
中
心
市
街
地
と
し
て

再
整
備
す
る
と
と
も
に
、
各
集
落
を
結
ぶ

「
く
い
ま
ー
る
」の
利
便
性
を
高
め
る
た

め
の
交
通
体
系
の
再
編
に
つ
い
て
は
昨
年

度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
三
股
駅
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
者

や
高
齢
者
に
優
し
い
駅
舎
を
目
指
し
て
、

跨
線
橋
を
渡
ら
ず
に
ホ
ー
ム
に
行
け
る
よ

う
フ
ラ
ッ
ト
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

先
日
、
大
手
不
動
産
会
社
が
行
っ
た

「
街
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
、
本
町
は
九
州

で
１
位
、
全
国
で
３
位
の
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
高
い
評
価
を
こ
れ
か
ら

も
維
持
す
る
よ
う
努
力
し
、今
年
も
、「
自

立
と
協
働
が
織
り
な
す　
元
気
あ
ふ
れ
る

ま
ち
三
股
」を
創
る
た
め
、
町
民
の
皆
さ

ま
と
町
政
全
般
に
わ
た
っ
て
更
に
元
気
で

誇
れ
る
、
幸
せ
に
満
ち
た
町
づ
く
り
を
目

指
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
ご
理
解
と
、
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
結
び

に
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
１
年

で
あ
ら
ん
こ
と
を
祈
念
し
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

三股町長 木
き

佐
さ

貫
ぬ き

 辰
た つ

生
お

謹んで新年のお祝いを申し上げます謹んで新年のお祝いを申し上げます

議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
町
民
の

皆
さ
ま
に
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

を
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
平
和
な
日
々
を
願
い
、
希
望
に

満
ち
た
輝
か
し
い
令
和
4
年
の
新
春
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
重
ね
て
、
日
ご
ろ
の
議
会
活
動
に
対

し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
中
、
2
年
越
し
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
無
観
客

で
の
大
相
撲
、
そ
し
て
数
々
の
祭
典
や
イ

ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
る
な
ど
、
未
曽
有
の

年
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
大

リ
ー
グ
・
エ
ン
ゼ
ル
ス
の
大お

お

谷た
に

翔し
ょ
う

平へ
い

選
手

の
大
活
躍
は
、Ｍ
Ｖ
Ｐ
受
賞
も
遂
げ
、「
リ

ア
ル
二
刀
流
」は
流
行
語
大
賞
に
も
選
ば

れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
や
先
入
観

を
覆
す
活
躍
で
、
野
球
関
係
者
を
は
じ

め
、
国
内
外
の
人
々
を
驚
か
せ
ま
し
た
。

特
に
子
ど
も
た
ち
に
は
、
無
限
の
可
能
性

を
夢
に
描
か
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
５
波
も
、

国
内
で
は
収
束
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え

る
も
の
の
、
新
し
い
変
異
株
の
発
生
や
第

６
波
の
懸
念
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
気
の
抜
け

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
の
感

染
防
止
対
策
が
、
今
ま
で
同
様
に
必
要
で

す
。ご
協
力
願
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報

通
信
技
術
）や
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）の
普
及

が
進
み
、
仕
事
の
在
り
方
、
子
ど
も
の
教

育
ス
タ
イ
ル
、
会
議
の
手
段
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
生
活
内
容
の
見
直
し
や
改
革
が
強

い
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
生

活
の
変
化
は
、
人
々
の
価
値
観
ま
で
変
え

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
東
京
、
大
阪
と
い

う
大
都
会
へ
の
一
極
集
中
を
是
正
し
て
、

地
方
を
活
性
化
し
て
い
く
ブ
ー
ム
が
起
き

て
い
ま
す
。
本
町
の
立
地
条
件
の
良
さ
も

加
わ
り
、
民
間
に
よ
る
全
国
的
居
住
満
足

度
調
査
や
移
住
先
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い

て
高
い
評
価
を
得
た
の
も
、
こ
の
ブ
ー
ム

の
影
響
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
町
は

利
便
性
に
富
み
、
外
か
ら
高
い
評
価
を
得

て
い
ま
す
が
、
現
状
に
満
足
す
る
こ
と
な

く
、
将
来
に
向
か
っ
て
内
側
か
ら
活
発
に

動
き
出
す
時
期
で
す
。

こ
こ
数
年
で
、
ど
の
地
方
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ

や
Ａ
Ｉ
が
本
格
的
に
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
普

及
し
て
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
人
材

の
育
成
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
促
進

が
重
要
で
す
。
そ
し
て
、
内
に
こ
も
る
こ

と
な
く
、
活
発
に
交
流
の
範
囲
を
拡
大
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
だ
け
急
速
に
Ｉ
Ｔ
化
が
進
ん
で

い
く
と
、
考
え
る
力
や
体
得
す
る
能
力
よ

り
も
、
選
択
能
力
だ
け
が
先
走
っ
て
い
く

よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。
忘
れ
て
は
い
け
な

い
の
が
人
の
温
も
り
で
す
。
地
域
に
お
い

て
は
老
年
、
壮
年
、
青
年
の
つ
な
が
り
が

子
ど
も
た
ち
自
身
の
将
来
の
姿
と
し
て
映

り
ま
す
。
必
要
な
の
は
、
そ
の
子
ど
も
た

ち
が
こ
の
ま
ち
で
生
き
る
舞
台
づ
く
り

と
、
若
者
が
働
く
環
境
づ
く
り
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
企
業
誘
致
を
促
進
し
、
働

け
る
環
境
の
創
出
が
必
須
で
す
。
ま
ち
の

将
来
像
は
、「
自
立
と
協
働
が
織
り
な
す

元
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
三
股
」で
す
。「
五
本

松
交
流
拠
点
施
設
整
備
事
業
」の「
基
本

計
画
」に
つ
い
て
も
、
総
工
費
20
億
円
の

計
画
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。５
年
10
年

先
を
予
想
し
、
今
の
本
町
が
優
先
す
べ
き

政
策
と
は
何
か
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
を
真
剣
に
考
え
る
と
き
で
す
。
決
定
機

関
で
あ
る
議
会
と
し
て
は
、
町
民
の
目
線

で
行
政
と
向
き
合
う
こ
と
が
大
事
で
す
。

町
の
行
政
運
営
が
、
真
の
三
股
町
発
展
に

つ
な
が
る
よ
う
、
政
策
の
提
言
な
ど
、
議

会
の
も
て
る
機
能
を
活
用
し
、
活
発
な
議

会
活
動
に
努
め
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年

の「
寅
年
」に
は“
動
き
出
す
”と
言
う
意

味
が
あ
る
よ
う
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
、
本
年
が
幸
多
き
年
で
あ
る
こ
と

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

新年あけましておめでとうございます新年あけましておめでとうございます
三股町議会 議長 福

ふ く

田
だ

 新
し ん

一
い ち

謹謹賀賀新新年年
令
和
４
年

２
０
２
２
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マイナンバーカード
（利用者証明用電子証明書付き）

住
民
票
な
ど
と
同
様
、
戸
籍
に
関
す
る

証
明
書
も
コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
住
所
登
録
地

と
本
籍
地
の
自
治
体
が
異
な
る
場
合
、
事

前
に｢

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
利
用
登
録
申
請｣

が
必
要
で
す
。
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
か
ら
、

ま
た
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
装
備
し

た
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。詳
し
く
は
、「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
等
に
お
け
る
証
明
書
等
の
自
動

交
付
」で
手
順
を
確
認
の
う
え
、
必
要
な

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
自
治
体

に
よ
っ
て
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
対
応
し
て

い
な
い
、
対
応
し
て
い
て
も
夜
間
や
土
日

は
取
得
で
き
な
い
、
利
用
登
録
申
請
か
ら

取
得
ま
で
の
日
数
が
違
う
な
ど
、
コ
ン
ビ

ニ
交
付
へ
の
対
応
状
況
が
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
各
自
治
体
の
公
式
サ
イ
ト
な

ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
す
ま
す
便
利
に
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
。
ま
だ
持
っ
て
い
な
い
人
は
、

カ
ー
ド
作
成
を
検
討
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

町
民
保
健
課　
戸
籍
住
民
係

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
窓
口 

☎
52
－
９
６
３
０

戸
籍
に
関
す
る
証
明
書
の
取
得

に
は
注
意
が
必
要
で
す

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に
お

け
る
証
明
書
等
の
自
動
交
付
は
、

こ
ち
ら
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

①マルチコピー機の画面の「行政サービス」を押す。

②「証明書交付サービス（コンビニ交付）」を押す。

③マイナンバーカードを所定の場所に置き、「次へ」を押す。

④ 「お住いの市区町村の証明書」→「確定する」を押し、 
　マイナンバーカードをとる。

⑤ 必要な証明書の種類と、発行内容を選択。数字４桁の暗
証番号を入力する。

⑥ 発行内容が表示されるので、間違いなければ「確定する」
を押す。

⑦ 表示された金額分のお金を入れ、「プリントスタート」を
押す。（※使えるのは硬貨のみです。）

⑧取り忘れがないか確認し、「音声終了（停止）」を押す。

※�これは、町役場に設置されるマルチコピー機での方法です。コンビニエンスストアによってはマルチコピー機のデザインやメニュ
ー画面、支払方法が異なることがあります。しかし、取得の手順は変わりません。

マルチコピー機で証明書を発行する手順 住民票などのコンビニ交付が始まります

▲町役場に設置されているマルチコピー機

1/19水
１
月
19
日（
水
）か
ら
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
れ
ば
、町
役
場
の
窓
口
に
行
か

な
く
て
も
、町
役
場
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
に
あ
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
を
使
っ
て
住
民
票

な
ど
の
証
明
書
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
今
月
は
、
ど
ん
な
証
明
書
が
取
れ
る
よ
う

に
な
る
の
か
、ど
う
や
っ
て
取
得
す
る
の
か
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

用意するもの料 金 表

受け取り時に持ち帰ってもらった
暗証番号の②番（数字４ケタ）

証明書の発行に必要な現金
（硬貨のみ）

住民票関連
住民票の写し（個人・世帯） 300円
印鑑登録証明書 300円

税証明関連
所得証明書 300円
所得課税証明書 300円
課税証明書 300円

戸 籍 関 連
戸籍事項証明書（全部・個人） 450円
戸籍の附票の写し（全部・個人） 300円

町役場に設置されているマルチコピー機では、証
明書発行のほか、コピー、スキャン、文書プリント、
はがきプリント、写真プリントのサービスを有料
で利用することができます。なお、ファクスの送
信やチケットの発券などはできません。

①署名用電子証明書
暗証番号

②利用者証明用電子証明書
暗証番号

③住民基本台帳用
暗証番号

④券面事項入力補助用
暗証番号

マルチコピー機でできること
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歳
入歳

出
一般会計　歳入総額

143億7,407万円

令
和
２
年
度

決
算
報
告

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
負
担
金
、そ
し
て
国
や
県
か
ら
の
交
付
金
や
補
助
金

な
ど
は
、町
民
の
皆
さ
ん
が
よ
り
良
い
生
活
を
送
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
お
金
が
ど
の
く
ら
い
納
め
ら
れ
、ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か

を「
町
の
財
政
事
情
」と
し
て
広
く
知
ら
せ
る
た
め
に
、町
は
毎
年
決
算
を
公
表
し

て
い
ま
す
。

ま
た
地
方
公
共
団
体
は
、毎
年
度
決
算
に
基
づ
き
、「
健
全
化
比
率（
４
指
標
）」

と「
資
金
不
足
比
率
」を
算
定
し
、公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●自主財源と依存財源の違い
■自主財源　37億1,060万円（25.8％）
町税など、地方公共団体が自主的に収入し得る財源

■依存財源　106億6,347万円（74.2％）
国、県より定められた額を交付されたり、割り当てられたりする財源

◎一般会計決算額内訳

自主財源25.8％

町税
22億7,695万円
（15.8％）

繰越金
2億8,705万円�

（2.0％）

諸収入など
7億917万円（5.0％）
◦分担金および負担金�1億4,558万円
◦使用料および手数料�1億4,276万円
◦財産収入� 717万円
◦寄附金� 8,500万円
◦諸収入� 3億2,866万円

地方交付税
29億5,923万円
（20.6％）

繰入金 
4億3,743万円

�（3.0％）

その他
7億2,204万円（5.0％）
◦地方譲与税� 1億3,926万円
◦利子割交付金� 124万円
◦配当割交付金� 491万円
◦株式等譲渡所得割交付金� 595万円
◦地方消費税交付金�5億1,390万円
◦法人事業税税交付金� 1,000万円
◦自動車税環境性能割交付金� 687万円
◦地方特例交付金� 3,610万円
◦交通安全対策特別交付金� 381万円

町債
4億9,629万円
（3.5％）

国庫支出金
51億8,835万円
（36.1％）

県支出金
12億9,756万円
（9.0％）

依存財源74.2％

〜
町
の
お
金
は
こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
し
た
〜

【表②】健全化判断比率（４指標）と資金不足比率（令和元年度決算）

※1  実質赤字比率、連結実質赤字比率と将来負担比率は、算定の結果、黒字であるため「−％」となります
※2  資金不足比率は、算定の結果、資金不足額はなく余剰額があるため「−％」となります

指　標 三股町の
算定結果

早期健全化基準
（オーバーすると黄色信号）

財政再生基準
（オーバーすると赤信号）

４
指
標

①実質赤字比率 −％　※ 1 14.44％ 20.00％
②連結実質赤字比率 −％　※ 1 19.44％ 30.00％
③実質公債費比率 4.9％ 25.00％ 35.00％
④将来負担比率 −％　※ 1 350.00％ 財政再生基準なし

 ⑤資金不足比率 −％　※ 2 経営健全化基準（オーバーすると黄色信号）
20.00％

①実質赤字比率
◦一般会計などの標準財政規模に対する、歳出総額から歳入総額を差し引いた額の割合
　家計に例えると、年収に対しその年の赤字がいくらあるかという割合

②連結実質赤字比率
◦標準財政規模に対する、全会計の赤字額から黒字額を差し引いた額の割合
　家計に例えると、年収に対し同居している世帯の赤字がいくらあるかという割合

③実質公債費比率
◦標準財政規模に対する、一般会計などが負担する元利償還金と準元利償還金の割合の3カ年平均値
　家計に例えると、年収に対し借金返済額がいくらあるかという割合

④将来負担比率
◦標準財政規模に対する、一般会計などが負担する退職手当などの実質将来負担額の割合
　家計に例えると、年収に対し現在確定している将来負担する額（負債）がいくらあるかという割合

⑤資金不足比率
◦各公営企業会計の事業規模に対する、企業ごとの資金不足額の割合
　家計に例えると、別居している子ども（親）の世帯がいくら資金不足しているかという割合

歳入歳出

※「地方財政状況調査による分析後の数値」です。
※全ての表で、合計と内訳が一致しない箇所は、1,000円単位での四捨五入によるものです。

一般会計　歳出総額

139億4,026万円

民生費
49億1,467万円
（35.3％）

その他
7億9万円
（5.0％）
　◦議会費� 8,369万円
　◦労働費� 2,689万円
　◦商工費� 5億8,827万円
　◦災害復旧費� 124万円

消防費消防費
3億1.951万円3億1.951万円
（2.3％）（2.3％）

総務費
39億8,852万円
（28.6％）

土木費
6億4,489万円
（4.7％）

農林水産業費
3億5,296万円
（2.5％）

教育費
15億7,763万円
（11.3％）

公債費
7億2,820万円
（5.2％）

衛生費
7億1,379万円
（5.1％）

【表①】令和２年度歳入歳出決算額

町が持っている三つの財布
①一般会計…福祉、教育、都市整備や産業の振興など、皆さんが納める町税などが使われるもの
②特別会計…国民健康保険や介護保険など、特定の目的のために特定の収入を充てるもの
③企業会計…水道事業のように、事業の収益で費用を賄うもの（独立採算制）

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 差　引　額
一般会計 143億7,407万4,720円 139億4,026万3,678円 4億3,381万1,042円
特別会計 65億6,335万3,198円 61億8,751万2,945円 3億7,584万　253円
国民健康保険事業 29億　997万9,967円 27億1,391万3,544円 1億9,606万6,423円
後期高齢者医療保険事業 2億8,793万6,830円 2億8,659万6,123円 134万　707円
梶山地区農業集落排水事業 4,234万7,703円 4,217万8,298円 16万9,405円
宮村南部地区農業集落排水事業 3,862万8,494円 3,842万2,823円 20万5,671円
介護保険事業 24億2,300万9,982円 22億6,501万3,231円 1億5,799万6,751円
介護保険サービス事業 1,526万7,566円 1,269万1,158円 257万6,408円
公共下水道事業 8億4,618万2,656円 8億2,869万7,768円 1,748万4,888円

企業会計（収益的収支決算） 4億3,302万9,067円 3億4,933万3,847円 8,369万5,220円
水道事業 4億3,302万9,067円 3億4,933万3,847円 8,369万5,220円

合　　　計 213億7,045万6,985円 204億7,711万　470円 8億9,334万6,515円

総 務 費 管理事務のほか、戸籍や統計、徴税、選挙などに必要な経費
民 生 費 児童福祉や高齢者福祉などに必要な経費
衛 生 費 保健予防やごみ処理などに必要な経費
農林水産業費 農畜産業、林業や水産業に必要な経費
土 木 費 道路や橋、河川、公園、公営住宅などに必要な経費
消 防 費 消火・防火活動や、災害の被害軽減に必要な経費
教 育 費 学校教育や生涯学習、スポーツ・芸術文化の振興に必要な経費
議 会 費 議員報酬や費用弁償など、議会の活動に必要な経費
商 工 費 商工業の振興や観光事業に必要な経費
災 害 復 旧 費 災害によって生じた被害の復旧に必要な経費
公 債 費 公債（町の借金）や一時借入金の償還（返済）などに必要な経費

町 税 町民税や固定資産税、軽自動車税、法人町民税など
繰 入 金 特別会計や基金などから一般会計に繰り入れるもの
繰 越 金 前年度決算の剰余金を翌年度へ繰り越すもの
分担金および負担金 保育料など特定の事業のために徴収するもの
使用料および手数料 公営住宅使用料など受益者が実費負担するもの
諸 収 入 預金利子や町が融資した貸付金の返済金など

地 方 交 付 税 国の所得税や酒税などを、町の財政需要に応じて
国から交付されるもの

国 庫 支 出 金 町で事業を行う上で、国が負担、補助するもの
県 支 出 金 町で事業を行う上で、県が負担、補助するもの
町 債 町が国や銀行などから借り入れる資金

町
は
、「
財
政
事
情
」や「
財
務
書
類

４
表
」を
公
表
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

町
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
、

現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
を

町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め

に
公
表
す
る
も
の
で
す
。

町
で
は
、
皆
さ
ん
に
提
供
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
よ
っ
て
、
３
つ
の

財
布（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業

会
計
）を
使
い
分
け
て
い
ま
す
。令
和
２

年
度
の
一
般
会
計
と
７
つ
の
特
別
会
計
、

そ
し
て
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
総
額
は
、

歳
入
が
２
１
３
億
７
０
４
６
万
円
、
歳

出
が
２
０
４
億
７
７
１
１
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す（
表
①
）。
一
般
会
計
は
、
歳

入
が
１
４
３
億
７
４
０
７
万
円（
対
前

年
度
比
32
・
３
％
増
）、歳
出
が
１
３
９

億
４
０
２
６
万
円（
対
前
年
度
比
31
・

８
％
増
）と
な
り
、４
億
３
３
８
１
万
円

の
繰
り
越
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
構
成
内
容
を
見
る
と
、
町
税

22
億
７
６
９
５
万
円
を
柱
と
す
る
自
主

財
源
は
25
・
８
％
と
な
っ
て
お
り
、
依

然
と
し
て
財
政
基
盤
が
弱
い
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
一
方
、
依
存
財
源
は
74
・

２
％
と
高
い
比
率
を
示
し
、
昨
年
度
と

比
較
す
る
と
７
・
９
ポ
イ
ン
ト
増
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
人
口
増
に

よ
る
課
税
対
象
者
の
増
の
ほ
か
、
新
築

住
宅
の
増
な
ど
を
理
由
と
し
て
町
税
が

１
・
２
％
増
加
し
た
も
の
の
、
主
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
交
付
さ
れ
た
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

な
ど
に
よ
り
、
国
庫
支
出
金
が
32
億
３

９
２
４
万
円
の
増
、
県
支
出
金
が
２
億

３
７
４
万
円
の
増
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
ま
す
。
一
方
、
歳
出
で
は
、
特
別
定

額
給
付
金
事
業
26
億
１
５
４
０
万
円
を

は
じ
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
事
業
に
７
億
７
４
４
４
万
円

の
増
、
幼
児
教
育
無
償
化
な
ど
に
よ
り

社
会
保
障
関
係
経
費
が
前
年
度
に
引
き

続
き
増
加
し
て
い
る
ほ
か
、
借
金
返
済

の
費
用
で
あ
る
公
債
費
が
２
３
２
６

万
円
の
増
と
な
り
、
歳
出
総
額
で
は
前

年
度
に
比
べ
33
億
６
０
４
１
万
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
町
の「
健

全
化
判
断
比
率
」と「
資
金
不
足
比
率
」

の
令
和
２
年
度
決
算
に
基
づ
く
算
定

結
果
は
、
い
ず
れ
も
基
準
を
下
回
っ
て

い
て
、
健
全
な
財
政
状
況
と
い
え
ま
す

（
表
②
）。

今
後
も
生
活
関
連
事
業
や
住
民
福
祉

施
策
な
ど
、
高
ま
る
行
財
政
需
要
に
積

極
的
に
対
応
す
る
一
方
、
将
来
像
を
見

据
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
今
後
も

財
政
の
健
全
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■ 

お
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
財
政
課 

財
政
係

　
☎
52
－
９
６
３
７

項

目

解

説
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C U L T U R E

L I B R A R Y

三股町立
文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

『 Witty Look の Life's a  Circus!!!!! 』
本番の様子

宮崎県高等学校演劇県大会
（ 宮崎南高校 ）

三股町立
図 書 館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200　FAX.51-3751

読んでみませんか
～ベストリーダーの本を紹介します～

ようこそ図書館へ
～小学生が図書館見学にきました～

私
が
世
界
で
一
番
好
き
な
ビ
ス

ケ
ッ
ト
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

知
ら
な
い
人
は
い
な
い
ほ
ど
定
番

の
人
気
商
品“
テ
ィ
ム
タ
ム
”で

す
。
チ
ョ
コ
ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
間
に

チ
ョ
コ
ク
リ
ー
ム
を
挟
み
、
か
す

か
に
キ
ャ
ラ
メ
ル
風
味
の
す
る

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

し
た
も
の
で
す
。
テ
ィ
ム
タ
ム
は

１
９
６
０
年
代
に
発
売
さ
れ
て
す

ぐ
大
人
気
に
な
り
ま
し
た
。
人
口

約
２
５
０
０
万
人
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
年
間
約
４
５
０
０
万
パ
ッ

ク
を
消
費
し
、
2
世
帯
に
1
世
帯

は
家
に
ス
ト
ッ
ク
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
テ
ィ
ム
タ
ム
に
は
、
特

別
お
い
し
い
食
べ
方
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が“
テ
ィ
ム
タ
ム
ス
ラ
ム
”と

呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
ま
ず
ビ
ス

ケ
ッ
ト
の
角
を
１
つ
か
じ
り
、
そ

の
対
角
も
同
じ
よ
う
に
か
じ
り
ま

す
。
片
方
の
角
を
温
か
い
お
茶
や

コ
ー
ヒ
ー
に
浸
し
、
ス
ト
ロ
ー
の

よ
う
に
飲
み
物
を
吸
い
あ
げ
る
と
、

ビ
ス
ケ
ッ
ト
と
チ
ョ
コ
ク
リ
ー
ム

を
程
よ
く
溶
か
し
、
何
と
も
言
え

な
い
お
い
し
さ
が
口
い
っ
ぱ
い
に

広
が
り
ま
す
。

テ
ィ
ム
タ
ム
は
、
ア
フ
ラ
ン

シ
ー
ル
や
カ
ル
デ
ィ
で
秋
冬
限

定
品
で
す
が
購
入
で
き
ま
す
。本

当
に
お
い
し
い

テ
ィ
ム
タ
ム
ス

ラ
ム
を
一
度
試
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

地域おこし協力隊通信 vol.23

西
畑
よ
し
子

「
な
る
ほ
ど
」
と
友
は
呟
き
帰
り
ゆ
く
袋
の
中
の
稲
わ
ら
を
見
て

夫
は
米
寿
わ
れ
は
傘
寿
と
歳
重
ね
元
気
に
暮
ら
す
今
が
一
番

[

短
歌]  

◆◆
◆◆
◆◆  

三
股
短
歌
会 

◆◆
◆◆
◆◆

【

】
ふ
る
里
の
三
股
へ
帰
っ
て
き
て
二
十
年
た
ち
ま
し
た
。
二
人
と
も

元
気
で
夫
は
畑
で
野
菜
づ
く
り
、
私
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
趣

味
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

275

桒
畑
洋
子

稲
わ
ら
は
菜
園
用
に
取
っ
て
お
き
ま
す
。
そ
れ
を
友
は
見
て
「
な
る

ほ
ど
」
と
言
い
、
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

外国語指導助手のコーナー

今月の表紙

『不安を飲み干し、飛翔の年に』

紫
し

麓
ろく

窯
がま

干支のぐい呑み
長田地区の窯元｢紫麓窯｣では、

毎年干支にちなんだぐい呑みを
制作しています。今年は寅年。｢風
は虎に従う｣という中国の故事か
ら、新型コロナウイルスを風に例
え、コロナ収束の願いを込めて作
られました。名前は「翔び虎（タイ
ガー）」。新型コロナがもたらした
去年とおととしの不安も、このぐ
い呑みで一息に飲み干せば、今年
はもっと笑顔が増えるのではない
でしょうか。

わたしたち協力隊の活動の

ようすをお伝えします！

『三股産の良さを
伝えるために』

「オーストラリアの
ナンバーワンビスケット」

あけましておめでとうございます。昨年は大変お世話になりました。

本年もよろしくお願いします。 新たな年が皆さんにとって、良い一年

になりますように。昨年12 月、東京の国立近代美術館で開催されて

いる柳
やなぎ

宗
む ね

悦
よ し

没後 60年記念展「民藝の100年」の観賞に行ってきまし

た。名も無き職人の手から生み出された日常の生活道具を民衆的工

芸つまり「民藝」と名付けた柳は、「民藝は美術品に負けない美しさを

持っている。 美は生活の中にある」と言っていたそうです。 展示会鑑

賞後に思い出したのは、「がんばっと山王原」の皆さんでした。小倉邸

を中心に、三股町で作られているモノや文化を絶やさぬように活動

されていることがどれほど美しいことなのかを再認識する大きなきっ

かけとなりました。三股でこれから生み出さ

れていくモノと、これまでに生まれた未来に

残したいモノ。両方の良さを伝える手伝いを、

微力でもしていきたいと強く思いました。

図
書
館
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

勝
岡
小
、
三
股
西
小
が
図
書
館
見
学

「
ふ
し
ぎ
駄
菓
子
屋
銭
天
堂
」廣ひ

ろ

嶋し
ま

玲れ
い

子こ

著

暗
い
路
地
の
中
に
あ
る「
銭
天
堂
」で
は
食

べ
る
と
不
思
議
な
こ
と
が
起
こ
る
駄
菓
子
を

買
う
こ
と
が
で
き
る
。
店
主
で
あ
る
紅べ
に

子こ

の

存
在
も
お
は
な
し
の
魅
力
の
ひ
と
つ
。

「
銭
天
堂
」
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る

公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
お
薦
め
で
す
。

11
～
12
月
に
か
け
て
、
勝
岡
小
学
校
と
三

股
西
小
学
校
の
２
年
生
が
図
書
館
見
学
に
訪

れ
ま
し
た
。
図
書
館
の
仕
事
や
役
割
に
つ
い

て
話
を
き
い
た
り
、
書
庫
の
見
学
を
し
た
り

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は「
な
ぜ
、
こ

ん
な
大
き
な
図
書
館
を
つ
く
っ
た
の
か
」「
ど

ん
な
種
類
の
本
が
あ
る
の
か
」
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
質
問
が
で
て
い
ま
し
た
。

毎
週
木
曜
は
、
夜
間
開
館
を
し
て
い
ま
す

木
曜
は
、
午
後
８
時
30
分
ま
で
開
館
し
て

い
ま
す
。
静
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
夜

の
図
書
館
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
休
館
案
内（
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

読
ん
で
み
ま
せ
ん
か 

ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
本

昨
年
、
図
書
館
で
貸
出
の
多
か
っ
た
本
の

中
か
ら
、
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

「
た
だ
い
ま
神
様
当
番
」 

青あ
お

山や
ま

美み

智ち

子こ

／
著

不
満
を
抱
え
た
５
人
の
主
人
公
に
起
こ
る

奇
跡
の
物
語
。
あ
る
朝
、
目
覚
め
る
と
腕
に

大
き
く「
神
様
当
番
」の
文
字
が
浮
か
ん
で
い

た
。
目
の
前
に
現
れ
た
神
様
の
願
い
事
を
叶

え
る
ま
で
文
字
は
消
え
な
い
。
神
様
の
願
い

事
を
叶
え
る
た
め
、
い
つ
も
は
取
ら
な
い
よ

う
な
行
動
を
取
る
と
、
そ
れ
は
い
つ
の
ま
に

か
自
分
の
幸
せ
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。

「
そ
れ
し
か
な
い
わ
け
な
い
で
し
ょ
う
」

ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
／
著

お
兄
ち
ゃ
ん
に
「
み
ら
い
の
せ
か
い
は
た

い
へ
ん
な
こ
と
ば
か
り
」
と
い
わ
れ
た
女
の

子
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
相
談
す
る
。
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
「
み
ら
い
が
ど
う
な
る
か
な
ん

て
、
だ
れ
に
も
わ
か
ら
な
い
」
と
い
ろ
い
ろ

な
可
能
性
に
つ
い
て
話
し
始
め
る
。
人
気
作

家
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
さ
ん
の
哲
学
的
絵
本

は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

地域おこし協力隊 江
え

森
もり

　聡
さとし

さん

ジョンストン・ナイジェル

　
『
Ａ
Ｌ
Ｓ
と
い
う
難
病
に
よ
っ
て
刻
々
と

体
の
自
由
を
奪
わ
れ
て
い
く
青
年
の
物
語
』

（
宮
崎
南
）、『
明
治
時
代
、
日
之
影
町
の
鉱
山

の
町
の
女
郎
屋
に
売
ら
れ
た
お
栄
と
い
う
少

女
の
物
語
』（
宮
崎
大
宮
）な
ど
、
各
高
校
、
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
作
品
を
上
演
。
観

客
は
、
そ
の
熱
い
演
技
に
感
動
し
、
物
語
を

楽
し
み
ま
し
た
。
今
年
の
最
優
秀
校
は
、
宮

崎
南
高
校
。
次
は
九
州
大
会
、
そ
こ
で
全
国

を
目
指
し
ま
す
。

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
コ
ン
サ
ー
ト

２
月
19
日
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
コ
ン
サ
ー

ト
『Tw

ilight Trom
bone Q

uartet 20
22

』

が
行
わ
れ
ま
す
。

出
演
は
、
今い
ま

村む
ら

岳た
け

志し

（
本
町
出
身
）、
東ひ
が
し

川か
わ

暁あ
き

洋ひ
ろ

、
廣ひ
ろ

田た

純じ
ゅ
ん

一い
ち

、
佐さ

藤と
う

敬け
い

一い
ち

朗ろ
う

の
東
京
藝

術
大
学
出
身
の
４
人
で
す
。
毎
年
コ
ミ
カ
ル

な
劇
を
交
え
て
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
四
重
奏
の

美
し
い
音
色
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
ご
来

場
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

公
演
情
報
は
本
誌
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

サ
ー
カ
ス
舞
台
を
楽
し
も
う
！

11
月
18
日
、『W

itty Look

のLife's a 
Circus!!!!!

』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

W
itty Look

と
は
、
チ
ィ
キ
ィ
と
ダ
イ

キ
に
よ
る
一
輪
車
コ
ミ
ッ
ク
サ
ー
カ
ス
ユ

ニ
ッ
ト
で
、
シ
ル
ク
ド
ゥ
ソ
レ
イ
ユ
も
認
め

た
、
高
い
一
輪
車
ス
キ
ル
に
、
ア
ニ
メ
の
世

界
観
と
サ
ー
カ
ス
や
ク
ラ
ウ
ン
を
ミ
ッ
ク
ス

さ
せ
た
世
界
で
も
類
を
見
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル

シ
ョ
ー
を
し
て
い
る
ユ
ニ
ッ
ト
で
す
。

公
演
は
一
輪
車
物
語
の
中
で
進
み
、
コ

ミ
カ
ル
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
一
流
の
一
輪
車
の
技
に
、
観
客
は
笑

い
、
感
動
し
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

高
校
演
劇
部
、
県
決
勝
大
会

11
月
20
～
21
日
、『
宮
崎
県
高
等
学
校
演

劇
県
大
会
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
校
演
劇
部
の
宮
崎
県
代
表
を
決
め
る
こ

の
大
会
。
今
年
、予
選
を
突
破
し
た
の
は
、宮

崎
大
宮
高
校
、
宮
崎
南
高
校
、
宮
崎
東
高
校
、

都
城
西
高
校
、
宮
崎
北
高
校
、
妻
高
校
。
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11
月
15
日
、町
文
化
協
会
が
小

倉
邸
で「
秋
の
お
ど
り
」を
開
催
し

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、表
立
っ
た
活
動

が
で
き
ず
に
い
た
町
文
化
協
会
に

と
っ
て
、約
２
年
ぶ
り
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
下
、小
倉
邸
の
庭
に

設
け
ら
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

は
、８
つ
の
部
会
か
ら
計
19
人
が

踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
を
披
露
。一
つ

の
演
目
が
終
わ
る
た
び
、詰
め
か

け
た
約
70
人
の
観
客
か
ら
は
、歓

声
と
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。同
協
会
の
井い

の

上う
え

美み

智ち

子こ

会
長
は
、「
い
い
天
気
で
開
催
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。来
賓
の
皆

さ
ま
に
も
、お
客
さ
ま
に
も
た
く

さ
ん
来
て
い
た
だ
い
て
、う
れ
し

い
限
り
で
す
。こ
の
よ
う
な
機
会

が
こ
れ
か
ら
増
え
る
と
い
い
で
す

ね
」と
話
し
ま
し
た
。

11
月
20
日
、町
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
清き

よ

山や
ま

美み

咲さ

さ
ん
が
、前
目

地
区
で
ま
ち
づ
く
り
を
す
る「
温

故
知
新
の
会
」と
共
同
で
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
20
人
が
参
加
。前
目

自
治
公
民
館
を
出
発
し
、ま
ち
歩

き
を
し
な
が
ら
、
同
会
が
通
称

「
前
目
ん
山
」に
作
成
し
た
展
望

台「
前
目
ん
山
喜き

望ぼ
う

峰ほ
う

台だ
い

」を
目

指
し
ま
し
た
。目
的
地
で
は
、竹

を
使
っ
て
貯
金
箱
を
作
っ
た
り
、

展
望
台
の
ペ
ン
キ
塗
り
な
ど
を
体

験
。参
加
者
は
、同
会
の
会
員
に

作
業
方
法
を
教
わ
り
な
が
ら
、も

の
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ＭＩＭＡＴＡ ＴＯＷＮ＇Ｓ ＴＯＰＩＣＳＭＩＭＡＴＡ ＴＯＷＮ＇Ｓ ＴＯＰＩＣＳ
題話のちま

町
文
化
協
会

小
倉
邸
で「
秋
の
お
ど
り
」を
開
催

今
年
も
収
穫
で
き
ま
し
た

長
田
小
児
童
が
お
米
を
寄
贈

共
に
歩
ん
で
半
世
紀

金
婚
式
を
祝
う

11
月
22
日
、
い
い
夫
婦
の
日

に
ち
な
み
、町
社
会
福
祉
協
議
会

が
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
元
気
の

杜
で「
第
36
回
三
股
町
金
婚
式
祝

賀
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

は
、昭
和
46
年
に
結
婚
し
た
30
組

の
夫
婦
が
対
象
で
す
。
式
で
は
、

木
佐
貫
会
長
が
各
夫
婦
に
祝
い
状

と
記
念
品
を
贈
呈
。ま
た
、会
場

で
は
祝
舞
や
舞
踊
が
披
露
さ
れ
た

ほ
か
、小
さ
な
音
楽
会
に
よ
る
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
ま
し

た
。出
席
者
は
、苦
労
も
喜
び
も

共
に
し
て
歩
ん
だ
50
年
の
月
日
を

振
り
返
り
な
が
ら
、全
員
で
喜
び

の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

五
感
で
楽
し
も
う
♪

前
目
地
区
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

11
月
25
日
、
池
田
克
子
さ
ん

が
、地
方
自
治
に
お
け
る
長
年
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、日
本
の
勲
章

の
一
つ
で
あ
る
旭

き
ょ
く

日じ
つ

双そ
う

光こ
う

章し
ょ
うを

受
章
し
た
こ
と
を
町
長
に
報
告

し
ま
し
た
。

池
田
さ
ん
は
、町
議
会
議
員
と

し
て
平
成
７
年
４
月
～
平
成
31

年
４
月
の
６
期
24
年
に
わ
た
り

地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。
町
議
会
報「
議
会
だ
よ

り
」の
創
刊
や
、
環
境
福
祉
常
任

委
員
長
、議
会
広
報
編
集
常
任
委

員
長
を
歴
任
す
る
な
ど
、長
き
に

わ
た
る
町
の
発
展
へ
の
尽
力
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

町
議
会
議
員
と
し
て
長
年
活
躍

池い

け

田だ

克か

つ

子こ

さ
ん
へ
叙
勲

Topics

女
団
連
、あ
つ
ま
っ
ち
み
ろ
会
な
ど

ど
う
ぞ
便
に
大
学
イ
モ
な
ど
を
提
供

大お
お

久く

保ぼ　
積つ

も
る  　

ミ
ネ  　

（
田
上
在
住
）

「
振
り
返
っ
て
み
る
と
、長
い
よ
う
で
短
い
50
年

で
す
ね
。こ
れ
か
ら
も
夫
婦
仲
良
く
畜
産
の
仕
事

を
し
て
い
き
た
い
で
す
」

参
加
者

夫
妻

「
長
田
米
は
、
お
肉
と
の
相
性
が
バ
ツ
グ
ン
で

す
。ぜ
ひ
一
緒
に
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
」

別べ
っ

府ぷ

獅れ

王お

さ
ん

（
長
田
小
６
年
）

寄
贈
者

11
月
15
・
16
日
、町
女
性
団
体

連
絡
協
議
会
と
勝
岡
集
落
の「
あ

つ
ま
っ
ち
み
ろ
会
」が
、「
ど
う
ぞ

便
」に
大
学
イ
モ
と
生
サ
ツ
マ
イ

モ
を
贈
呈
し
ま
し
た
。「
ど
う
ぞ

便
」は
、
町
社
協
が
行
っ
て
い
る

18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
生
活

困
窮
世
帯
に
野
菜
や
米
、加
工
品

な
ど
を
配
る
事
業
で
す
。今
回
贈

呈
し
た
イ
モ
は
女
団
連
会
員
の
畑

で
育
て
た
も
の
で
、そ
の
総
重
量

は
１
０
０
㌕
以
上
に
な
り
ま
し

た
。
両
団
体
の
会
員
で
収
穫
し
、

女
団
連
が
１
日
が
か
り
で
調
理
。

新
聞
紙
で
作
っ
た
エ
コ
バ
ッ
ク
に

入
れ
て
贈
呈
し
ま
し
た
。女
団
連

の
森も

り

秋あ
き

生み

会
長
は
、「
私
た
ち
の

小
さ
な
活
動
が
、困
っ
て
い
る
人

の
助
け
に
な
る
と
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。と
も
に
活
動
す
る
人
が
増

え
る
と
、さ
ら
に
い
い
ま
ち
に
な

り
ま
す
ね
」と
話
し
ま
し
た
。

町社協に手渡しました 愛情込めて調理

収穫、洗浄から自分たちで行います

Topics

力
作
を
多
数
展
示

令
和
３
年
度
三
股
町
文
化
祭
開
催

11
月
13
日
・
14
日
の
２
日
間
、

町
武
道
体
育
館
で
、令
和
３
年
度

三
股
町
文
化
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の

開
催
が
見
送
ら
れ
た
た
め
、例
年

と
違
い
、町
文
化
祭
の
み
の
開
催

で
し
た
が
、延
べ
２
０
０
０
人
を

超
え
る
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、町
内
の
小
中
学
校

や
幼
稚
園
、保
育
園
、福
祉
施
設

な
ど
の
団
体
や
個
人
か
ら
出
展
さ

れ
た
書
道
、絵
画
や
創
作
物
な
ど

２
５
９
６
点
の
力
作
を
展
示
。来

場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
、芸
術
の

秋
を
彩
り
ま
し
た
。鶴つ

る　

仁に

頼ら
い

さ
ん

（
三
股
小
３
年
）

「
作
品
を
毎
年
出
し
て
い
て
、
今
年
は
読
書
感

想
画
で
銀
賞
で
し
た
。絵
を
描
く
の
は
好
き
な

の
で
、
来
年
は
金
賞
を

目
指
し
て
頑
張
り
ま

す
」

来
場
者

読書感想画・感想文も展示 どれも力作ぞろい たくさんの人が来場しました

迫力のジオラマ作品

「
竹
細
工
も
ペ
ン
キ
塗
り
も
楽
し
か
っ
た
。家
の

近
く
に
こ
ん
な
場
所
が
あ
る
な
ん
て
知
ら
な

か
っ
た
の
で
、次
の
機
会
が
あ
っ
た
ら
ま
た
参

加
し
た
い
で
す
」

参
加
者

平ひ
ら

原は
ら

古こ

都と

音ね

さ
ん

（
勝
岡
小
５
年
）

平ひ
ら

原は
ら

み
の
り
さ
ん

（
勝
岡
小
２
年
）

11
月
25
日
、長
田
小
学
校
の
６

年
生
の
児
童
３
人
が
町
長
室
を

訪
れ
、今
年
収
穫
し
た
お
米
を
木

佐
貫
町
長
に
寄
贈
し
ま
し
た
。同

校
で
は
、食
へ
の
感
謝
の
心
を
育

む
た
め
、田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま

で
の
作
業
を
授
業
に
毎
年
取
り
入

れ
、全
校
生
徒
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

贈
呈
式
で
、田た

口ぐ
ち

比ひ

菜な

さ
ん
は

「
長
田
小
の
み
ん
な
で
協
力
し
て

作
り
ま
し
た
。ど
ん
な
気
持
ち
が

込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
想
像
し
な

が
ら
食
べ
て
ほ
し
い
で
す
。」と
話

し
ま
し
た
。

「
栄
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
大
変
光
栄
で
す
。皆

さ
ん
の
ご
支
援
が
あ
れ
ば
こ
そ
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。今
後
も
地
域

の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立

て
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

池い
け

田だ

克か
つ

子こ

さ
ん

（
東
植
木
在
住
）

受
賞
者

12
月
22
日
、
町
役
場
で
本
町

と
町
商
工
会
が
官
民
共
同
事
業

体
の
設
立
に
関
す
る
協
定
の
調

印
式
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
協
定

は
、五
本
松
団
地
跡
地
を
活
用
し

た「
健
康
と
交
流
と
賑
わ
い
の
拠

点
づ
く
り
」に
相
互
に
協
力
し
な

が
ら
取
り
組
み
、共
同
事
業
体
の

設
立
を
目
指
す
も
の
で
す
。

町
商
工
会
の
廣ひ

ろ

瀨せ

𠮷よ
し

弘ひ
ろ

会
長

は
調
印
式
で「
ま
ち
の
活
性
化
と

い
う
共
通
の
目
的
に
向
け
た
動

き
。こ
れ
か
ら
も
町
と
力
を
合
わ

せ
て
地
域
の
繁
栄
の
た
め
に
頑

張
り
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。
ま

た
、
木
佐
貫
町
長
は「
町
民
と
一

緒
に
活
動
し
、基
本
計
画
が
完
成

し
た
。今
後
も
町
民
の
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
捉
え
る
た
め
に
は
、町
商

工
会
と
の
協
力
は
欠
か
せ
な
い
。

力
を
合
わ
せ
て
事
業
を
進
め
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

官
民
共
同
事
業
体
設
立
の
た
め

町
商
工
会
と
協
定
を
締
結
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せら知おせら知お
●�
期
間
＝
２
月
16
日（
水
）～
３
月
15
日（
火
）

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

●�

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時

●�

会
場
＝
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

※�

期
間
中
は
、
都
城
税
務
署
内
で
の
申
告

の
相
談
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

●�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策

【
密
を
避
け
る
】

自
宅
か
ら
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
以
下
、

ス
マ
ホ
）や
パ
ソ
コ
ン
で
ｅ
－
Ｔ
ａ
ｘ
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
密
を
作
ら
な
い
】

会
場
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、
入
場
に
は

「
入
場
整
理
券
」が
必
要
で
す
。入
場
整
理

券
の
配
付
状
況
に
よ
っ
て
は
、
後
日
の
来

場
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
な

お
、
国
税
庁
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
で
も
整
理
券
の
事
前
発
行
を
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
国
税
庁
公
式
サ
イ
ト
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
＝
２
月
14
日（
月
）・
15
日（
火
）

●�

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
３
時

●�

会
場
＝
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●�

対
象
者
＝
令
和
３
年
中
に
住
宅
を
ロ
ー

ン
で
購
入
ま
た
は
増
改
築
し
、
同
年
中

に
入
居
し
て
い
る
人

※�

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
ま
た

は
税
務
署
窓
口
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

ｅ
－
Ｔ
ａ
ｘ
な
ら
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ホ
を
使
っ
て
、
自
宅
で
確
定
申
告
書
の
作

成
か
ら
送
信
ま
で
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式

・
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
申
告

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」と「
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
」が
必
要
で
す
。

・
ス
マ
ホ
か
ら
の
申
告

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」と「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
読
取
機
能
を
搭
載
し
た
ス
マ

ホ
」が
必
要
で
す
。

②
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式

事
前
に
税
務
署
で
、
本
人
確
認
を
行
っ

た
後
に
発
行
さ
れ
る「
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ

ー
ド
」が
必
要
で
す
。
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ

ー
ド
の
発
行
を
希
望
す
る
人
は
、
運
転

免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を
持

っ
て
税
務
署
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

ス
マ
ホ
で
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
作

成
し
、ｅ
－
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
給
与
所
得
、
年
金
収
入
や
副

業
な
ど
の
雑
所
得
の
ほ
か
、
特
定
口
座
年

間
取
引
報
告
書
を
持
っ
て
い
る
人
は
ス
マ

ホ
専
用
画
面
の
利
用
が
便
利
で
す
。

ス
マ
ホ
専
用
画
面
で
は
、
ス
マ
ホ
の
カ

メ
ラ
で
給
与
の
源
泉
徴
収
票
を
撮
影
す
る

と
、
金
額
、
支
払
情
報
が
自
動
入
力
さ
れ

る
な
ど
、
簡
易
に
ｅ
－
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

都
城
税
務
署　
☎
22
－
４
３
７
７

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
に

は
、「
登
録
」が
必
要
で
す
。
登
録
を
希
望

す
る
家
庭
は
、
新
規
・
継
続
を
問
わ
ず
、

必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
書
類
＝

①
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
申
請
書

②
承
諾
書

③
就
労
証
明
書
ま
た
は
入
会
要
件
申
立
書

④ 

町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料
金
免
除

申
請
書

※�

申
請
書
は
各
児
童
ク
ラ
ブ
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
法
人
が
運
営
す
る
児
童
ク
ラ

ブ
へ
入
会
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に

各
ク
ラ
ブ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●�

対
象
児
童
＝
次
の
①
、
②
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

① 
放
課
後
に
就
労
な
ど
で
保
護
者
が
不
在

と
な
る
児
童

② 

保
護
者
が
就
学
・
疾
病
・
看
護
・
出
産

（
育
児
休
業
の
場
合
を
除
く
。）な
ど
で
、

健
全
育
成
上
支
援
を
要
す
る
児
童

●�

申
請
期
間
＝
１
月
４
日（
火
）～
１
月

31
日（
月
）

●�

登
録
で
き
る
児
童
ク
ラ
ブ
＝
ご
自
宅
近

く
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
登
録
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
新
一
年
生
か
ら
優
先

に
、
住
所
や
保
護
者
の
就
労
状
況
な
ど

を
考
慮
し
て
決
定
す
る
た
め
、
必
ず
し

も
希
望
の
児
童
ク
ラ
ブ
へ
登
録
で
き
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

福
祉
課
児
童
福
祉
係 

☎
52
－
９
０
６
０

求
職
者
支
援
制
度
と
は
、雇
用
保
険
を

受
給
で
き
な
い
求
職
者
が
一
定
要
件
を

満
た
す
場
合
、
月
10
万
円
の
生
活
支
援

の
給
付
金
を
受
給
し
な
が
ら
、
職
業
訓

練
を
受
講
で
き
る
制
度
で
す
。
ま
た
、
職

業
訓
練
は
、
給
付
金
の
支
給
要
件
を
満

た
さ
な
い
場
合
で
も
、
受
講
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●�

受
講
料
＝
無
料
。（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

は
自
己
負
担
）

●�

受
講
日
＝
毎
週
月
曜
～
金
曜
の
午
前
９

時
～
午
後
４
時（
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）

※�

科
目
や
募
集
期
間
な
ど
の
詳
細
は
、
宮

崎
労
働
局
の
公
式
サ
イ
ト
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城
☎
22
－
１
７
４
５（
42
＃
）

１
１
８
番
は
海
上
で
の
事
件
・
事
故
に

給
与
所
得
者
を
対
象
と
し
た
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
相
談
会
を
行
い

ま
す

寄
付
者
一
覧

11
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で

社
会
福
祉
法
人�

三
股
町
社
会
福
祉
協
議
会

●�

忌
明
寄
付

●�

一
般
寄
付
…
…
…
…
…
…
…
…
…
な
し

愛
の
ご
寄
付

寄
付
者

続
柄

故
人
名
年
齢

地
区

金
額

和わ

田だ　

睦む
つ
み

母
木き
野の
田だ
敏と
し
子こ

90

仲
町

3
万
円

別べ
っ

府ぷ

シ
ヅ
子こ

夫

光み
つ

行ゆ
き

87

餅
原

3
万
円

鍋な
べ

倉く
ら

祐ゆ
う

三ぞ
う

母

正よ
し

子こ

87

梶
山

5
万
円

新し
ん

地ち

シ
ツ
子こ

夫

葊ひ
ろ

雄お

95

餅
原

10
万
円

川か
わ

畑ば
た

千ち

里り

男お

妻

義よ
し

子こ

77

前
目

３
万
円

坂さ
か

元も
と

忠た
だ

之ゆ
き

母

和か
ず
子こ

95
山
王
原
3
万
円

園そ
の

田だ

登と

美み

子こ

夫

正し
ょ
う

平へ
い

85

梶
山

3
万
円

対
し
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る
た
め

の
海
上
保
安
庁
緊
急
通
報
用
の
電
話
番
号

で
す
。
ま
た
、
聴
覚
や
発
話
に
障
害
が
あ

る
人
を
対
象
に
、
ス
マ
ホ
な
ど
を
使
用
し

た
入
力
操
作
で
海
上
保
安
庁
へ
の
緊
急
通

報
が
可
能
と
な
る「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
８
」も

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
海
上
保
安
庁
の

公
式
サ
イ
ト
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

第
十
管
区
海
上
保
安
本
部　
総
務
課

☎
０
９
９
－
２
５
０
－
９
８
０
０

町
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
は
、
畜
産
振
興
と

技
術
向
上
の
た
め
の
品
評
会
と
家
畜
自
衛

防
疫
講
習
会
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
都
城
市
早
鈴
の
上う

え

原は
ら

英ひ
で

俊と
し

さ
ん
か
ら
、「
こ
れ
ま
で
三
股
町
に
お
世

話
に
な
っ
た
お
礼
で
す
。
ぜ
ひ
畜
産
関

係
で
使
っ
て
ほ
し
い
。」と
寄
付
が
あ
り
、

ポ
ー
タ
ブ
ル
ア
ン
プ
と
既
存
の
放
送
設

備
へ
接
続
す
る
接
続
用
機
器
を
購
入
し

ま
し
た
。

上
原
さ
ん
は
、
平
成
24
～
26
年
度
に
三

股
西
小
学
校
で
、
平
成
26
～
28
年
度
は
三

股
小
学
校
で
校
長
を
歴
任
。
上
原
さ
ん
の

父
親
も
町
の
嘱
託

で
獣
医
を
さ
れ
る

な
ど
、
本
町
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

気
温
が
氷
点
下
４
℃
以
下
に
な
る
と
、

水
道
が
凍
結
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
屋

外
、
北
側
で
日
が
当
た
ら
な
い
場
所
に
あ

る
水
道
管
な
ど
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で

す
。
ご
自
宅
の
水
道
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う

か
？
天
気
予
報
に
注
意
し
て
、
水
道
管
を

凍
結
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
凍
結
防
止
方
法
＝

・
少
し
だ
け
水
を
出
し
て
お
く

・�

水
道
管
に
保
温
材（
布
や
毛
布
で
も
代

用
可
）を
巻
き
、
そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー

ル
テ
ー
プ
な
ど
を
巻
く
。

●
凍
結
し
た
ら
＝

・
自
然
に
溶
け
る
ま
で
待
つ

・�

凍
っ
た
箇
所
に
タ
オ
ル
な
ど
を
巻
き
付

け
て
、
ぬ
る
ま
湯（
熱
湯
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）を
ゆ
っ
く
り
と
か
け
る
。

・
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
温
風
を
当
て
る
。

●
水
道
管
が
破
裂
し
た
ら
＝

・�

止
水
栓
を
閉
め
て
、
町
指
定
の
給
水
装

置
工
事
事
業
者
に
修
繕
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

環
境
水
道
課 

上
水
道
係 

☎
52
－
９
０
８
１

町
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
１
年
間
、
児

童
館
・
児
童
ク
ラ
ブ
で
働
く
人
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、
福
祉
課
児

童
福
祉
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
児
童
厚
生
員
・
放
課
後
児
童
支
援
員

●
仕
事
内
容
＝

・
遊
び
や
生
活
指
導
。

・�

児
童
の
出
欠
な
ど
状
況
確
認
、
見
守

り
。
児
童
の
安
全
に
注
意
し
、
児
童
に

事
故
が
あ
っ
た
と
き
は
救
護
を
行
う
。

必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関
や
保
護
者
と

の
連
携
を
行
う
。

・
施
設
・
備
品
管
理
、事
務
処
理
な
ど
。

●�

勤
務
時
間
＝

・ 

月
曜
～
金
曜
＝
午
後
２
時
～
６
時
30
分

（
小
学
校
行
事
な
ど
で
早
出
勤
務
あ
り
）

・ 

土
曜・春
休
み・夏
休
み・冬
休
み
＝

午
前
８
時
～
午
後
６
時
30
分（
休
憩
１
時
間
）

●
応
募
条
件
＝

子
ど
も
の
指
導
が
で
き
る
人
。

※�

放
課
後
児
童
支
援
員
、
保
育
士
、
教
員

免
許
の
有
資
格
者
・
経
験
者
を
優
先
。

②
放
課
後
児
童
支
援
員
補
助
員

●
仕
事
内
容
＝

・
児
童
支
援
員
の
サ
ポ
ー
ト

●�

勤
務
時
間
＝
補
助
員
を
必
要
と
す
る
日

も
し
く
は
時
間
に
勤
務
を
依
頼
し
ま

す
。
登
録
時
に
希
望
す
る
勤
務
場
所
や

時
間
帯
、
曜
日
を
指
定
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

・
月
曜
～
金
曜
＝
午
後
２
時
～
６
時

・ 

土
曜・春
休
み・夏
休
み・冬
休
み
＝

午
前
10
時
～
午
後
６
時（
６
時
間
以
上

勤
務
す
る
場
合
は
休
憩
１
時
間
）

●�

応
募
条
件
＝
子
ど
も
の
指
導
が
で
き
る

人
。
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も

所
得
税
・
消
費
税
確
定
申
告
が

は
じ
ま
り
ま
す

町
畜
産
セ
ン
タ
ー
に
ポ
ー
タ
ブ

ル
ア
ン
プ
を
設
置
し
ま
し
た

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
でｅ︲Ｔａｘ

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ス
マ
ホ
で

申
告

令
和
４
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
職
者
支
援

制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

海
の「
も
し
も
」は
１
１
８
番

寒
い
時
期
、水
道
管
の
凍
結
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

と
遊
べ
る
体
力
の
あ
る
人
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
＝

福
祉
課 
児
童
福
祉
係 

☎
52
－
９
０
６
０

た
こ
揚
げ
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
電

線
付
近
で
た
こ
揚
げ
を
す
る
と
、
電
線
に

引
っ
掛
か
り
感
電
事
故
が
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
感
電
事
故
防
止
の
た
め
、

電
線
付
近
で
た
こ
揚
げ
を
し
た
り
、
電
柱

や
鉄
塔
に
登
っ
た
り
し
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
万
が
一
た
こ
が
電
線
な

ど
に
引
っ
掛
か
っ
た
、
切
れ
た
り
垂
れ
下

が
っ
た
電
線
を
見
つ
け
た
な
ど
の
場
合

は
、
自
分
で
取
ろ
う
と
し
た
り
、
近
づ
い

た
り
せ
ず
、
お
近
く
の
九
州
電
力
送
配
電

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

九
州
電
力
送
配
電
㈱
都
城
配
電
事
業
所

☎
０
１
２
０-

９
８
６-

９
６
３

児
童
館
・
児
童
ク
ラ
ブ
で
働
く

人
を
募
集
し
て
い
ま
す

感
電
事
故
防
止
の
お
願
い
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
ふ
わ
ふ
わ

布
絵
本
の
会
」の
手
作
り
の
作
品
を
使
っ

た
お
は
な
し
会
で
す
。

● 

期
日
＝
１
月
18
日（
火
）　

● 

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

● 

定
員
＝
７
組（
要
予
約
）

笑
顔
を
運
ぶ
音
楽
団「
小
さ
な
音
楽
会
」

の
、
生
の
歌
と
演
奏
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う

●�

期
日
＝
１
月
25
日（
火
）

●�

時
間
＝
午
前
10
時

●�

場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気

の
杜
」大
会
議
室

● 

定
員
＝
20
組（
要
予
約
）

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
お
お
き
な
木
」に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を

行
い
ま
す
。

●�

期
日
＝
２
月
３
日（
木
）

●�

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

●�

定
員
＝
７
組（
要
予
約
）

当
セ
ン
タ
ー
は
、
ご
近
所
で
助
け
合
う

子
育
て
を
組
織
化
し
た
も
の
で
す
。“
依

頼
者
は
信
頼
・
安
心
し
て
預
け
、
提
供
者

は
大
切
に
か
わ
い
が
っ
て
預
か
っ
て
く
れ

伴
が
原
則
）。
開
放
日
は
月
曜
～
金
曜
の

午
前
９
時
～
正
午
と
、
午
後
１
時
～
３

時
で
す
。

ま
た
開
放
日
に
合
わ
せ
て
、
毎
月
楽
し

い
行
事
や
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
公
式
サ
イ
ト

で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
と
遊
べ
る
場
所
を
探
し
て
い

る
」「
お
友
達
を
つ
く
り
た
い
」お
母
さ
ん

は
、ぜ
ひ
親
子
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

親
子
で
体
を
動
か
し
な
が
ら
、
心
地
よ

い
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
。
参
加
を
希
望
す

る
人
は
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

期
日
＝
１
月
17
日（
月
）　

●�

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～

●�

場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気

の
杜
」大
会
議
室

●�

講
師
＝
田
鍋
い
ず
み
先
生（
Ｏ
Ｋ
Ｊ
認

定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

●�

主
催
＝
宮
日
母
子
福
祉
事
業
団

●�

定
員
＝
10
組（
要
予
約
）

親
子
で
外
国
語
指
導
助
手
の
先
生
と
一

緒
に
英
語
に
慣
れ
親
し
み
な
が
ら
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●�

期
日
＝
毎
週
水
曜
日

●�

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

●�

講
師
＝
ラ
イ
ト
・
デ
レ
ッ
ク
先
生

●�

定
員
＝
７
組（
要
予
約
）

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●�

期
日
＝
２
月
10
日（
木
）

●�

受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●�

対
象
者
＝
令
和
元
年
７
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

ア
ン
ケ
ー
ト

※�

歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
希

望
者
に
は
、
こ
と
ば
の
相
談
、
栄
養
相

談
も
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●�
期
日
＝
１
月
27
日（
木
）

●�
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●�

対
象
者
＝
平
成
30
年
５
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

ア
ン
ケ
ー
ト
、検
尿

※�

内
科
と
歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
希
望
者
に
は
、
心
理
相
談
、
こ
と

ば
の
相
談
、
栄
養
相
談
を
実
施
し
ま

す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
町
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気
の
杜
」
の
中
に

あ
り
ま
す
。
利
用
で
き
る
の
は
、
未
就
学

の
子
ど
も
と
保
護
者
で
す
。（
保
護
者
同

●�

期
日
＝
２
月
３
日（
木
）

●�

受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●�

対
象
者
＝
令
和
３
年
１
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳

※�

希
望
者
に
は
、
お
っ
ぱ
い
相
談
や
栄
養

相
談
も
実
施
し
ま
す
。
お
っ
ぱ
い
相
談

希
望
者
は
タ
オ
ル
３
枚
程
度
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

●�

期
日
＝
１
月
20
日（
木
）

●�

受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●�

対
象
者
＝
令
和
２
年
６
～
７
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

ア
ン
ケ
ー
ト

※�

内
科
と
歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
希
望
者
に
は
心
理
相
談
、
歯
科
相

談
、
栄
養
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
遊
び

に
来
ま
せ
ん
か
？

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　

 

☎
52
－
８
１
０
１

１
歳
６
か
月
児
健
診

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、

健
診
お
よ
び
イ
ベ
ン
ト
な

ど
が
延
期
ま
た
は
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
健
診

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

子
ど
も

２
歳
６
か
月
児
歯
科
健
診

親
子
ビ
ク
ス

る
”そ
ん
な
、
お
互
い
に
と
っ
て
優
し
さ

や
喜
び
が
響
き
合
う
こ
と
を
大
切
に
し
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

一
時
的
な
託
児
や
保
育
施
設
へ
の
送
迎

な
ど
、
困
っ
て
い
る
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
の
育
児
の
お
手
伝
い
を
す
る「
ま
か
せ

て
会
員
」の
養
成
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

時
間
、
預
か
る
子
ど
も
の
年
齢
な
ど
、
活

動
内
容
は
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
講
習

会
で
基
本
的
な
知
識
を
身
に
付
け
て
か

ら
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

●
日
時
＝
２
月
９
日（
水
）

午
前
８
時
40
分
～
午
後
３
時
30
分
、

２
月
10
日（
木
）

午
前
８
時
50
分
～
11
時

●
場
所
＝「
元
気
の
杜
」

●�

内
容
＝
保
健
師
、
小
児
科
医
、
臨
床
心

理
士
、
管
理
栄
養
士
、
保
育
士
、
消
防

士
に
よ
る
講
習

●�

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
＝

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

た
ん
ぽ
ぽ　
☎
51
－
５
６
８
８

健
康
運
動
実
践
指
導
者
の
指
導
で
ス
ト

レ
ッ
チ
、
音
楽
に
あ
わ
せ
な
が
ら
、
歩
く

動
作
を
中
心
と
し
た
運
動
を
し
ま
す
。
運

動
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
＝
１
月
17
日（
月
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
運
動
靴
、
タ
オ

ル
、水
分

●
場
所
＝
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

※
動
き
や
す
い
格
好
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

血
液
製
剤
の
安
定
的
な
確
保
は
、
医
療

に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
す
が
、
冬
季
は

献
血
者
が
減
少
傾
向
で
す
。そ
こ
で
、「
は

た
ち
」の
若
者
を
中
心
と
し
て
広
く
献
血

に
関
す
る
理
解
と
協
力
を
求
め
、
継
続
的

な
献
血
の
推
進
を
図
る
た
め
、
１
～
２
月

は「
は
た
ち
の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

献
血
は
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

ぜ
ひ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

高
齢
者
虐
待
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

（
そ
の
１
）

高
齢
化
社
会
と
少
子
化
に
よ
り
、
個
人

や
家
族
で
の
介
護
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、「
高
齢
者
の
介
護
」

や「
虐
待
」が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

高
齢
者
虐
待
は
、高
齢
者（
65
歳
以
上
）

を
世
話
す
る
家
族
な
ど
に
よ
る
虐
待
と
、

要
介
護
施
設
従
事
者
な
ど
に
よ
る
虐
待
が

あ
り
ま
す
。
発
生
の
原
因
に
は
次
の
よ
う

な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

高
齢
者
（
介
護
保
険
）

一　
般

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ  

☎
52
－
８
６
３
４・９
０
６
３

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ

か
ら
の
お
知
ら
せ　
　
　  

☎
51
－
５
６
８
８

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

ま
か
せ
て
会
員
の
養
成
講
習
会

を
行
い
ま
す

虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
の
中
に

は
認
知
症
の
症
状
が
あ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

●�

虐
待
の
自
覚
が
な
く
て
も
…

介
護
者
の
さ
さ
い
な
行
為
に
よ
っ
て
、

高
齢
者
に
心
理
的
・
身
体
的
影
響
を
与
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の

た
め
を
思
っ
て
行
っ
て
い
る
こ
と
が
、
虐

待
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

知
ら
な
い
う
ち
に
、
不
適
切
な
対
応

に
な
っ
て
い
な
い
か
確
認
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

※
次
回（
そ
の
2
）に
続
き
ま
す
。

３
歳
児
健
診

ふ
わ
ふ
わ
布
絵
本

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

お
は
な
し
か
い

子
育
て
を
手
助
け
し
て
ほ
し
い
人 

→ 

お
ね
が
い（
依
頼
）会
員

子
育
て
を
援
助
し
た
い
人 

→ 

ま
か
せ
て（
提
供
）会
員

リ
ズ
ム
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

１
～
２
月
は「
は
た
ち
の
献
血
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
で
す
。

高
齢
者
の
虐
待
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

・
介
護
の
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス

・
介
護
の
相
談
者
、協
力
者
が
い
な
い

・
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い

・
経
済
的
に
困
っ
て
い
る
　
　
な
ど

足もと元気教室
●日程＝１月15日～２月14日までの分
地区名 時間 場所 日程

1地区 午前９時30分～11時 第 1地区分館
１月21日（金）

２月４日（金）

2地区 午後１時30分～３時 2地区交流プラザ ２月３日（木）

3地区 午後１時30分～３時 第 3地区分館 ２月10日（木）

4地区 午前９時30分～11時 第 4地区分館 １月19日（水）

5地区 午後１時30分～３時 轟木集落館 １月20日（木）

蓼池 午前９時30分～11時 蓼池児童館
１月20日（木）

２月３日（木）

花見原 午前９時30分～11時 花見原コミュニティセンター ２月２日（水）

餅原 午前９時30分～11時 餅原研修館 １月17日（月）

三原 午後１時30分～３時 三原地区コミュニティセンター １月19日（水）

中原 午前９時30分～11時 中原コミュニティセンター
１月26日（水）

２月９日（水）

今市 午前９時30分～11時 今市児童館
１月24日（月）

２月７日（月）

8地区 午前９時30分～11時 8地区分館 １月28日（金）

9地区 午後１時30分～３時 9地区分館
１月26日（水）

２月２日（水）

●準備するもの＝体操のできる服装、タオル、シューズ、水分補給用の飲み物
※1月1日～14日の日程は、『広報みまた』先月号をご参照ください。
※�新型コロナウイルス感染症対策として、1月以降の日程につき
まして、足もと元気教室の開催を中止する場合もあります。参
加される場合は、事前に町地域包括支援センターまでご確認く
ださい。
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（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

今月号を読んだ感想、今後取り上げてほしい話題や記
事、あなたの身近で起きた出来事などお寄せください。

皆さんのまちづくりに対する夢あるご意見、ご提
案を募集します。

お送りいただいた個人情報等は、今後の広報紙の誌面づくりの参考に致します。
それ以外に情報の利用は致しません。

交通事故（人身）発生ワースト順位 ◎県内第６位／令和3年10月31日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位

交
通
事
故
は
も
う
た
く
さ
ん
…
…
…

贖あ
が
な

い
の
日
々

贖いとは、罪を償うという意味。

　ここに掲載してある手記は、交通事
故を引き起こして刑務所で罪の償いを
している人たちの懺

ざ ん げ

悔の記録です。
　一瞬の過ちによって、家族、恋人、
友人など親しき人々から隔絶され、自
ら犯した罪を反省している様子が文
脈の端端から伝わってきます。
　このような悲惨な事故を引き起こさ
ないよう、心の戒めにしていただきた
いと思います。

〔（一財）東京交通安全協会提供〕

休日急患診療機関くらしのカレンダー

情のしらく　 報情のしらく 報

〔ゴミ回収日・図書館休館日・イベント〕

◎町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！◎この社会 あなたの税が生きている◎たばこは町内で買いましょう

１月31日（月）は納期限です
納期限内に納付しましょう。
●町県民税（第４期）
●国民健康保険税（第７期）

口座振替は１月 25 日（火）です。やむを得ず口座振替で
きなかったときは、2月10日（木）に再振替を行います。前
日までに預貯金口座の残高確認をお願いします。

また、解約などで口座振替ができなかった場合は、「口座
振替不能用の納付書」を送付します。納付書に記載されて
いる納付場所で納めてください。
■お問い合わせ＝納税管理係 ☎52-9635

「納税相談」をご利用ください
税金は納期限内に納めることが原則ですが、思わぬ事

故、病気や失業など、やむを得ない特別な事情があって納

期限内に納められない、また一度に納めることが難しいと
いった場合には、印かんをお持ちのうえ、早めにご相談く
ださい。年度を繰り越す滞納とならないように、各種納税
相談を受け付けます。なお、夜間や休日の相談を希望する
人は、事前にお問い合わせください。
■お問い合わせ＝特別収納対策係☎52-9634

償却資産申告書の提出をお願いします
償却資産申告書の提出が、1月31日（月）までとなってい

ます。事業を営む法人または個人で、固定資産税の対象と
なる償却資産（事業用資産）を１月１日現在、町内に所有し
ている場合は、申告書を期限までに必ずご提出ください。

記入方法など、ご不明な点がありましたら、気軽にお問
い合わせください。
■お問い合わせ＝資産税係 ☎52-9636

税のお知らせ ● 税務財政課からのお知らせ¥

三股町の人口（令和3年12月1日現在） ◦男／11,956人◦女／13,669人◦合計／25,625人（前月比−15人）
◦世帯数／10,245戸（−10戸）◦出生／14人◦死亡／20人◦転入／64人◦転出／73人

※�休日急患診療機関の診療時間は午前9時～午後6時です。やむを得ず変更
する場合がありますので、☎23-5555でご確認ください（夜間は都城夜
間急病センター☎36-8890まで）。なお歯科については☎25-4100にお
問い合わせください。

日 病院名 町　名 電話番号

１ 土

山内小児科医院（小） 上 町 ☎22-0048
鵜木循環器内科医院（循・内） 花 繰 町 ☎26-0008
瀬ノ口内科放射線科医院（内） 都 原 町 ☎25-7780
吉見クリニック（外・整・内） 高 城 町 ☎58-5633
きたむら皮膚科クリニック（皮・アレ） 吉 尾 町 ☎38-7300
いそいち産婦人科医院（産・婦） 平 塚 町 ☎22-4585

２ 日

政所医院（小・内） 高 城 町 ☎58-2171
野辺医院（内・胃） 上　 町 ☎22-0153
ホームクリニックみまた（内・呼） 三 股 町 ☎52-1348
メディカルシティ東部病院（脳） 立 野 町 ☎22-2240
倉内整形外科病院（整） 上 町 ☎22-1252
小山田眼科医院（眼） 松 元 町 ☎22-0710

３ 月

畠中小児科医院（小） 三 股 町 ☎52-6000
冨田医院（内） 栄 町 ☎23-4586
隅病院（内・胃） 高 崎 町 ☎62-1100
たかお浜田医院（外・内） 鷹 尾 ☎22-8818
花房泌尿器科医院（泌） 北 原 町 ☎25-1177
すみ産婦人科医院（産・婦） 東 町 ☎23-1152

９ 日

児玉小児科（小） 花 繰 町 ☎25-5570
瀬ノ口医院（内・消） 姫 城 町 ☎25-5155
坂田医院（内・消・胃） 三 股 町 ☎51-2003
とまり内科外科胃腸科医院（内・外・胃） 三 股 町 ☎52-1135
都城明生病院（泌） 金 田 町 ☎38-1120
西浦医院（耳鼻） 松 元 町 ☎22-0715

10 月

早水公園クリニック（内・小・外・消・アレ） 早 水 町 ☎36-6117
坂元医院（内・胃） 牟 田 町 ☎22-0360
ライフクリニック（内） 安 久 町 ☎39-2525
野口脳神経外科（脳） 太郎坊町 ☎47-1800
橘病院（整） 中 町 ☎23-7236
よしだ眼科クリニック（眼） 三 股 町 ☎77-8817

16 日

仮屋医院（内・小） 上水流町 ☎36-0521
藤元上町病院（内） 上 町 ☎23-4000
佐々木医院（内） 高 崎 町 ☎62-1103
はまだクリニック（外・胃・肛） 祝 吉 町 ☎45-2266
飯田整形外科クリニック（整） 上 町 ☎46-5115
やの耳鼻咽喉科（耳鼻） 吉 尾 町 ☎27-5222

23 日

有馬医院（内・小） 上長飯町 ☎23-2610
ゆうクリニック（内） 広 原 町 ☎46-6100
みしま内科クリニック（内・循）三 股 町 ☎51-8100
都北ごとうクリニック（外・消・呼・乳・肛） 都 北 町 ☎38-6060
池之上整形外科（整・リハ・リウ） 上 川 東 ☎23-2311
中山産婦人科医院（産・婦） 前 田 町 ☎23-8815

30 日

久保原田中医院（内・小） 久保原町 ☎22-7700
柏村内科（内） 上 町 ☎22-2616
しげひらクリニック（内） 神之山町 ☎27-5555
仮屋外科胃腸科医院（外・胃・内・肛） 志比田町 ☎25-7712
江夏整形外科クリニック（整・リウ・リハ） 三 股 町 ☎51-1122
丸田病院（産・婦） 八 幡 町 ☎23-7060

★コロナウイルス対策により、急遽休館になる場合があります。ホームページでご確認ください。

日 月 火 水 木 金 土

１
元日

図書館休館日

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

図書館休館日 図書館休館日
可燃物
図書館休館日

可燃物

９ 10
成人の日

11 12 13 14 15
可燃物
図書館休館日

可燃物
図書館休館日

白色トレイ
ペットボトル

可燃物

16 17 18 19 20 21 22
可燃物
図書館休館日

可燃物
図書館休館日

缶・ビン 可燃物

23 24 25 26 27 28 29
可燃物
図書館休館日

可燃物 不燃物 可燃物

30 31
可燃物
図書館休館日

１月 １月

29
歳　
Ｙ
・
Ｈ

「
終
わ
り
の
な
い
後
悔
」③
（
全
３
回
）

や
が
て
、
救
急
車
、
パ
ト
カ
ー
、
消
防

車
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
次
々
到
着
し
、
私

は
そ
の
場
を
離
れ
ま
し
た
。
私
は
先
輩
大

工
に
電
話
し
た
と
こ
ろ
、
話
を
聞
い
た
先

輩
は
「
嘘
だ
ろ
？
冗
談
っ
て
言
っ
て
く
れ

よ
」
と
取
り
乱
し
て
い
ま
し
た
。
今
ま
で

の
お
礼
を
言
う
と
、
私
は
電
話
を
切
り
ま

し
た
。
そ
し
て
歩
道
に
跪
き
、
逮
捕
さ
れ

る
そ
の
時
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。

現
行
犯
逮
捕
さ
れ
た
私
は
、
警
察
署
で

事
情
を
話
し
ま
し
た
。
そ
の
途
中
、
被
害

者
が
亡
く
な
ら
れ
た
事
を
知
り
ま
し
た
。

受
け
入
れ
た
く
な
い
事
実
は
容
赦
な
く

次
々
と
私
の
身
に
降
り
注
ぎ
、
助
か
っ
て

欲
し
い
と
私
が
い
く
ら
願
っ
た
と
こ
ろ
で

そ
ん
な
も
の
は
何
の
効
力
も
持
た
な
い
。

そ
れ
が
現
実
で
し
た
。

取
調
べ
が
終
わ
り
、
留
置
場
へ
移
動
す

る
際
、
廊
下
の
長
椅
子
に
母
が
座
っ
て
い

る
の
に
気
づ
き
私
は
驚
き
ま
し
た
。
母
は

車
で
2
時
間
か
か
る
場
所
で
暮
ら
し
て
い

た
の
で
、
恐
ら
く
連
絡
を
受
け
、
何
も
持

た
ず
に
飛
ん
で
来
た
の
だ
ろ
う
。
何
も
言

葉
を
発
す
る
こ
と
な
く
、
悲
し
そ
う
な
目

で
私
を
見
送
る
母
の
前
を
手
錠
を
付
け
た

私
は
無
言
で
通
り
過
ぎ
ま
し
た
。「
私
に

下
さ
れ
た
の
は
禁
錮
3
年
。
被
害
者
ご
遺

族
は
裁
判
に
参
加
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
私
に
対
し「
一
生
許
さ
な
い
」と
い
う

言
葉
を
残
し
ま
し
た
。
2
名
の
尊
い
命
を

奪
い
、
2
名
に
大
怪
我
を
さ
せ
、
そ
れ
と

同
時
に
一
生
消
え
な
い
心
の
傷
と
ト
ラ
ウ

マ
を
背
負
わ
せ
て
し
ま
っ
た
私
は
本
当
に

罪
深
い
と
思
い
、
日
々
、
自
分
の
犯
し
た

罪
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

本町が「街の幸福度ランキング」
全国３位に

大東建託株式会社が行ったアンケート調査で、
本町は、

「街の幸福度ランキング」
 全国３位、九州・沖縄で１位

「街の住みここちランキング」
 宮崎県で１位
という評価をいただきました！

QRコードを読み
込むと町の公式
ホームページの
アドレスが表示
されます。
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POST CARD

お手数ですが
63円切手を
貼ってお出し
ください。

8 8 9 1 9 9 5

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

期日＝開催未定
次回のみまたん駅前よかもん朝市 

氏　名
フリガナ

ご住所

電　話 （　　　　　　）　　　　　ー

年　齢 性　別 男 ・ 女

三股町役場　総務課
秘書広報係 行

2022.１　vol.617

※ 

み
ま
た
ん
駅
前
よ
か
も
ん
朝
市
は
、開
催

未
定
で
す
。開
催
の
有
無
に
つ
い
て
は
店

頭
に
て
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

●
新
年
の
ご
挨
拶

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

落
ち
着
か
ず
、
外
出
も
は
ば
か
ら
れ
る
状

況
下
で
当
店
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
多
く

の
お
客
様
な
ら
び
に
当
店
に
ご
協
力
く
だ

さ
っ
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
ス
タ
ッ
フ
一

同
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
制
限
の
あ
る
中
で
も
新
し
い
生
活

様
式
に
慣
れ
、
い
つ
も
の
日
常
を
取
り
戻

し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
不
安
も
残
る

日
々
。
こ
こ【
よ
か
も
ん
や
】が
皆
さ
ま
に

と
っ
て
少
し
で
も
心
安
ら
げ
る
楽
し
い
お

店
と
な
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ

て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち
153

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

通信

ん
じ
ゃ
様

〒
８
８
９

―

１
９
０
１�

宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町

大
字
樺
山
４
４
２
１
番
地
22（
JR
三
股
駅
隣
）

☎
０
９
８
６（
52
）３
１
３
１

営
業
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

定
休
日
／
毎
週
木
曜
日

西
植
木
地
区
在
住

ハ
ー
ム
ス 

ア
レ
ク
シ
ス（
22
）さ
ん

児
童
と
一
緒
に
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
学
ん
で
い
き
た
い

10
月
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
着
任

「
三
股
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
い
つ

も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す｣

と
話
す
ア
レ
ク
シ
ス
さ
ん
。
幼
い
こ
ろ
に

父
親
か
ら
も
ら
っ
た
、
草
履
や
箸
な
ど
の

日
本
の
土
産
が
き
っ
か
け
で
日
本
の
言
葉

や
文
化
を
学
び
始
め
た
。
大
学
に
進
学
す

る
こ
ろ
に
は
、
興
味
や
憧
れ
は
目
標
に
な

り
、
ア
メ
リ
カ
に
は
な
い
文
化
と
歴
史
を

肌
で
感
じ
た
い
と
日
本
で
働
く
こ
と
を

決
意
。
昨
年
10
月
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
三
股

に
着
任
し
た
。「
両
親
は
、『
夢
を
か
な
え

た
ね
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い
る
よ
』

と
言
っ
て
く
れ
ま
す
」と
笑
顔
を
見
せ
る
。

し
か
し
、
慣
れ
な
い
環
境
の
中
で
は
不
安

や
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
を
感
じ
る
こ
と
も
。
そ

ん
な
と
き
、
支
え
て
く
れ
る
の
は
三
股
の

子
ど
も
た
ち
だ
。
面
白
く
て
、
楽
し
く
て
、

優
し
い
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
ら
う
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
不
安
な
気
持
ち
を
吹
き
飛
ば
し

て
く
れ
る
。「
三
股
に
来
る
こ
と
が
で
き

て
幸
せ
で
す
。
こ
れ
か
ら
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
勉
強
し
た

い
と
思
い
ま
す
」と
話
す
ア
レ
ク
シ
ス
さ

ん
の
笑
顔
は
輝
い
て
い
る
。

※�

毎
週
木
曜
日
は
定
休
日(

祝
日
は
営
業)

ま
た
、
昨
年
11
月
よ
り
営
業
時
間
が
午

前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
に
な
り
ま
し

た
。【
よ
か
も
ん
や
】の
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
で
新
商
品
や
お
得
な
情
報
を
随
時

更
新
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
フ
ォ

ロ
ー
・
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

http://mimatan.com

三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や　
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

だ
よ
り

大人も一緒に「食育」
健康バランス食実践のために

旬の食材はおいしい！栄養
価が高い！安い！といいこ
と尽くしです。旬の食材を
使った健康バランス食を紹
介します。ご家庭での献立
にご利用ください。

いきいき
げんき！

問い合わせ：町健康管理センター  ☎52−8481

毎 月19日 は
食 育 の 日

町の栄養士から

明けましておめでとうございま
す。本年も皆さま方にとって、素晴
らしい一年となりますようお祈り申
し上げます。先日、皆さんに知って
ほしいとお手紙をいただいたので紹
介します。▽ある日、コミュニティ
バス「くいまーる」の中で小銭を落
としてしまいました。全て拾ったと
思っていましたが、後日くいまーる
の運転手から中学生が拾ったのを預
かっていましたと百円玉を渡されま
した。驚いたと同時に、中学生の優
しさに涙が出ました。いつかまた乗
り合わせたら、ぜひお礼がしたいと
思います。これから寒さも厳しくな
ります。体に気を付けて勉強に励ん
でください。▽私が親切にされたわ
けではないのですが、新年早々心が
温かくなりました。＜や＞

茶じょけ

発行・編集／三股町  総務課
〒889-1995
宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL 0986-52-1111（代表）�
FAX 0986-52-4944
町公式URL
https://www.town.mimata.lg.jp
町FacebookURL
https://www.facebook.com/mimatatown

令和４年１月１日号No.617

わが家の一番星わが家の一番星

わが家の一番星 町内在住で３歳以下のお子さんについて、掲載申
込書に写真を添えてお申し込みください。
ご長寿万歳 町内在住で80歳以上の元気な高齢者について、掲載申
込書に写真を添えてお申し込みください。
※�「わが家の一番星」「ご長寿万歳」の掲載申込書は町役場にあります。
また町公式サイトからダウンロードすることもできます。
　（町公式サイトアドレス…https://www.town.mimata.lg.jp）

金か
ね

田だ 

桧ひ

依よ
り 

ち
ゃ
ん

平
成
31
年
４
月
14
日
生
ま
れ（
２
歳
）

金
田
真
一
さ
ん・美
味
さ
ん
の
長
女

お
し
ゃ
べ
り
上
手
な
ひ
ー
ち
ゃ
ん
♥

に
ぃ
に
と
仲
良
し
♥

４
人
兄
弟
の
一
番
末
っ
子 

は
お
ち
ゃ
ん

♥
毎
日
み
ん
な
の
事
を
い
や
し
て
く
れ

て
、
あ
り
が
と
う
♥
は
お
ち
ゃ
ん
の
笑

顔
が
大
好
き
♥

１月の旬の食材
・ブリ
・小松菜
・ニンジン
・カリフラワー
・リンゴ

※材料は全て 1 人分です

❶ 主食 / ご飯
168㌔㌍　塩分 0㌘
材　料　 ご飯…100㌘

❷ 主菜 / ブリと小松菜の中華炒め
299㌔㌍　塩分 1.2㌘
材　料　 ブリ…1 切れ（80㌘）、小松菜…100㌘、ショウガ…5

㌘、小麦粉…小さじ 2、●料理酒…小さじ 1/2、●コ
ショウ…少々、ごま油…小さじ１、▲しょうゆ…小
さじ 1、▲みりん…小さじ 1、▲豆板醤…小さじ 1/4

作り方　 ①ブリは一口サイズに切り、●をまぶしておく。②▲
を混ぜ合わせておく。③小松菜は 3㌢長さ、ショウガ
はせん切りにする。④ブリの水気をとり、小麦粉をま
ぶす。ごま油を熱したフライパンでショウガを炒め、
ブリを加えて両面を焼く。⑤小松菜の茎、葉の順に加
えて炒め、▲を加えて調味する。

❸ 副菜 / ニンジンのわさび和え
45㌔㌍　塩分 0.5㌘
材　料　 ニンジン…50㌘、▲わさび…小さじ 1/4、▲砂糖…

小さじ 1/2、▲塩…小さじ 1/10、▲レモン汁…小さ
じ 1、▲オリーブ油…小さじ 1/2

作り方　 ①ニンジンは細切りにして、塩 ( 分量外 )をふる。しん
なりしたら、さっと洗い、水気を絞る。②▲をボウル
に合わせ、ニンジンを加えて混ぜる。

❹ 副菜 / カリフラワーのスープ
97㌔㌍　塩分 0.7㌘
材　料　 カリフラワー　60㌘、タマネギ　30㌘、バター　小

さじ１、水　60㍉㍑、牛乳　100㍉㍑、固形スープ
の素　1/4 個、塩コショウ　少々

作り方 　 ①カリフラワーは小房に分ける。タマネギは薄切り
にする。②鍋にバターを溶かし、タマネギとカリフラ
ワーを焦がさないように炒める。③水と固形スープの
素を加え、やわらかくなるまで煮る。④牛乳を加え沸
騰直前まで火にかけ、塩コショウで味を調える。

❺もう一品 / リンゴ
54㌔㌍　塩分 0㌘
材　料　 リンゴ…100㌘

❶❶

❷❷

❸❸

❹❹

下し
も

石い
し 

恋は

桜お 

ち
ゃ
ん

令
和
２
年
４
月
４
日
生
ま
れ（
１
歳
）

下
石
弥
勇
也
さ
ん・な
な
子
さ
ん
の
三
女

❺❺

HP＠mimatan.com
ネットショップもやってます
Facebook@mimata.yokamonya
Instagram@yokamonya

※ALT… 小中学校などの英語の授業で日本人教師を補助する外
国人のこ と
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問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎52-1113（直通）
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